
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
核
燃
料
税
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則 

（
税　

務　

課
）　

　

一

〇
核
燃
料
税
条
例
施
行
規
則 

（　
　

同　
　

）　

　

一

 
告

示

〇
国
土
調
査
の
成
果
の
認
証 

（
土
地
対
策
課
）　

　

三

〇
管
理
理
容
師
及
び
管
理
美
容
師
資
格
認
定
講
習
会
の
指
定 

（
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
）　

　

三

〇
救
急
医
療
機
関
の
認
定 

（
医
療
整
備
課
）　

　

四

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

四

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　

　

四

〇
県
営
住
宅
等
の
退
去
者
に
係
る
滞
納
家
賃
等
の
収
納
事
務
の
委
託 

（
住　

宅　

課
）　

　

四

〇
土
地
改
良
事
業
の
施
行
の
同
意 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

五

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

（
情
報
シ
ス
テ
ム
課
）　

　

五

 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
九
六
五
号
中 

五

 
規

則

　

核
燃
料
税
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
一
号

　
　
　

核
燃
料
税
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

　

核
燃
料
税
条
例
（
平
成
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
九
十
九
号
）
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
年
六
月
二
十
一
日
と
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

核
燃
料
税
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
二
号

　
　
　

核
燃
料
税
条
例
施
行
規
則

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
核
燃
料
税
条
例
（
平
成
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
九
十
九
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
の

施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
徴
税
吏
員
の
委
任
）

第
二
条　

知
事
は
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
一
条
第
一
項

第
三
号
の
徴
税
吏
員
と
し
て
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
を
、
総
務
部
税
務
課
に
勤
務
す
る
職

員
に
委
任
す
る
。

　

一　

核
燃
料
税
に
係
る
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

　

二　

核
燃
料
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
調
査
を
す
る
た
め
に
質
問
及
び
検
査
を
す
る
こ
と
。

　

三　

核
燃
料
税
に
係
る
徴
収
金
の
滞
納
処
分
に
関
す
る
こ
と
。

　

四　

そ
の
他
知
事
が
指
定
す
る
核
燃
料
税
に
係
る
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

２　

知
事
は
、
前
項
の
事
務
を
徴
税
吏
員
に
行
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
務
の
内
容
及
び
期
間
を
定
め
て
こ

れ
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

第
一
項
の
徴
税
吏
員
に
は
、
そ
の
身
分
を
証
す
る
徴
税
吏
員
証
を
交
付
す
る
。

　

（
更
正
又
は
決
定
の
通
知
）

第
三
条　

知
事
は
、
法
第
二
百
七
十
六
条
、
第
二
百
七
十
八
条
又
は
第
二
百
七
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
核
燃
料
税
に
係

る
徴
収
金
の
更
正
又
は
決
定
を
し
た
と
き
は
、
核
燃
料
税
更
正
決
定
通
知
書
兼
徴
収
金
納
額
告
知
書
に
よ
り
納
税
者

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
賦
課
徴
収
）

第
四
条　

核
燃
料
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て
は
、
前
条
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
宮
城
県
県
税
条
例
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
六
号
）
第
八
条
の
二
、
第
八
条
の
三
、
第
九
条
の
二
、
第
九
条
の
三
、
第
十

一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
二
条
の
六
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
五
条
、
第

十
六
条
第
一
項
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に

第
二
十
条
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
規
則
第
八
条
の
二
、
第
八
条
の
三
、
第
九
条
の
二
、
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第
九
条
の
三
、
第
十
二
条
、
第
十
二
条
の
六
か
ら
第
十
二
条
の
九
ま
で
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

十
五
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
第
二
項
、
第
二
十
条
第
三
項
並
び
に
第
二
十
条
の
二
中
「
県
税
事
務
所
長
」
と
あ

る
の
は
「
知
事
」
と
、
同
規
則
第
十
三
条
中
「
県
税
」
と
あ
る
の
は
「
核
燃
料
税
」
と
、
同
規
則
第
十
六
条
第
一
項

中
「
条
例
第
二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
第
二
十
条
の
九
の
三
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

（
文
書
の
様
式
）

第
五
条　

条
例
第
七
条
第
一
項
の
申
告
書
及
び
同
条
第
二
項
の
修
正
申
告
書
の
様
式
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
。

２　

第
三
条
の
核
燃
料
税
更
正
決
定
通
知
書
兼
徴
収
金
納
額
告
知
書
の
様
式
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
。

３　

核
燃
料
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
文
書
の
様
式
は
、
前
二
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
宮
城
県
県
税
条
例
施

行
規
則
様
式
第
五
号
の
二
（
そ
の
一
）、
様
式
第
十
七
号
、
様
式
第
十
七
号
の
二
、
様
式
第
二
十
八
号
、
様
式
第
三

十
三
号
、
様
式
第
三
十
四
号
、
様
式
第
三
十
六
号
及
び
様
式
第
三
十
七
号
か
ら
様
式
第
三
十
八
号
（
そ
の
一
）
ま
で

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
様
式
第
五
号
の
二
（
そ
の
一
）
及
び
様
式
第
十
七
号
の
二
中

「審
査
請
求

」
と
あ
る
の
は
「異

議
申
立
て

」
と
、「裁

決

」
と
あ
る
の
は
「決

定

」
と
、
様
式
第
二
十
八
号
中
「宮

城
県
所
長

」
と
あ
る
の
は
「宮

城
県
知
事

」
と
、「（県

税
事
務
所

）」
と
あ
る
の
は
「（宮
城
県
総
務
部
税
務
課

）」

と
、「審

査
請
求

」
と
あ
る
の
は
「異

議
申
立
て

」
と
、「裁

決
」
と
あ
る
の
は
「決
定

」
と
、「当

所
還
付
担
当
班

」

と
あ
る
の
は
「宮

城
県
総
務
部
税
務
課

」
と
、
様
式
第
三
十
三
号
、
様
式
第
三
十
四
号
及
び
様
式
第
三
十
七
号
中

「宮
城
県
所
長

」
と
あ
る
の
は
「宮

城
県
知
事

」
と
、
様
式
第
三
十
七
号
の
二
中
「宮

城
県
所
長

」
と
あ
る
の

は
「宮

城
県
知
事

」
と
、「審

査
請
求

」
と
あ
る
の
は
「異

議
申
立
て

」
と
、「裁

決

」
と
あ
る
の
は
「決

定

」
と
、

様
式
第
三
十
八
号
（
そ
の
一
）
中
「宮

城
県
所
長

」
と
あ
る
の
は
「宮

城
県
知
事

」
と
す
る
。

４　

知
事
は
、
前
三
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
核
燃
料
税
の
賦
課
徴
収
に
係
る
文
書
の
様
式
に
つ
い
て
必
要
が

あ
る
と
き
は
、
宮
城
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
各
様
式
に
つ
い
て
前
項
の
例
に
準
じ
て
所
要
の
調
整
を
加
え
た
様
式

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
こ
の
規
則
の
失
効
）

２　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

３　

前
項
に
規
定
す
る
日
ま
で
に
条
例
の
規
定
に
よ
り
課
し
た
、
又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た
核
燃
料
税
に
つ
い
て
は
、

こ
の
規
則
の
規
定
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
日
以
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
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様
式
第
１
号
（
第
５
条
関
係
）

核
燃
料
税
 申
　
告
　
書

修
正
申
告
書

精
　
査

検
　
算

発
信
年
月
日

※処理事項

宮
　
城
　
県
　
知
　
事
　
殿

 
年
　
　
月
　
　
日

確
認
印

通
信
日
付
印

所
在
地

発
電
用
原
子
炉

設
置

者
 

�
　

名
称
及
び

代
表
者
氏
名部
課
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
者

 
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
電
話
（
　
　
　
）　
　
　
　
局
　
　
　
　
　
　
番

こ
の
申
告
の
担
当
部
課
名

及
び
担
当
者
氏
名

税
　
　
　
額

税
　
率

課
税
標
準
額

区
　
　
　
　
　
分

 
円

　
　
100

 
円

申
告
額
又
は
修
正
申
告
額

 
　
�

　
　
100

こ
の
申
告
が
修
正
申
告
で
あ
る

 
　
　

 
�

場
合
は
既
に
納
付
の
確
定
し
た
額

 
　
　

こ
の
申
告
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
　
�

課
　
 税
　
 標
　
 準
　
 に
　
 関
　
 す
　
 る
　
 明
　
 細

課
税
対
象
核
燃
料
（
新
規
挿
入
分
）

核
燃
料
の
金
額

（
課
税
標
準
額
）

（
�
×
�
）
�

核
燃
料
の
単
価

 
�

挿
入
核
燃
料

の
　
体
　
数

 
�

 
円

 
円

 
体

平
均
単
価

 
　
計
 

�

設
置

場
所

発
電
用

原
子
炉
名
称

 
年
　
　
月
　
　
日
か
ら

 
年
　
　
月
　
　
日
ま
で

発
電
用
原
子
炉
へ
の

核
燃
料
挿
入
年
月
日

 
年
　
　
月
　
　
日

使
用
前
検
査
合
格
日

又
は
定
期
検
査
終
了
日

課
　
税
　
対
　
象
　
外
　
核
　
燃
　
料

 
体

再
挿
入
分
体
数

 
　
�

既
挿
入
分
体
数

 
　
�

挿
入
核
燃
料
の
合
計
体
数

（
�
＋
�
＋
�
）

付

受
印



 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
国
土
調
査
の
成
果
を

認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

　
　

名
取
市

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期

　
　

平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
ま
で

三　

成
果
の
名
称

　
　

名
取
市
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域

　

名
取
市
高
舘
吉
田
字
舘
山
、
同
字
西
真
坂
の
一
部
、
高
舘
熊
野
堂
字
棟
沢
下
山
、
同
字
大
沢
前
山
、
同
字
大
沢
中

の
一
部

五　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
一
号

　

理
容
師
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号
）
第
十
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
理
容
師
資
格
認

定
講
習
会
及
び
美
容
師
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
三
号
）
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
美
容

師
資
格
認
定
講
習
会
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

講
習
会
の
主
催
者
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

財
団
法
人
理
容
師
美
容
師
試
験
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　

東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁
目
一
番
地
二
十
五

二　

講
習
会
の
開
催
年
月
日
及
び
会
場

　

１　

管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習
会

　
　
�
　

日
程

　
　
　
　

平
成
二
十
年
十
月
六
日
（
月
）、
二
十
日
（
月
）
及
び
二
十
七
日
（
月
）
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様
式
第
２
号
（
第
５
条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　

　
発
電
用
原
子
炉
設
置
者

　
　
所
　
　
在
　
　
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
名
称
（
法
人
名
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
�
　
　

核
燃
料
税
更
正
決
定
通
知
書
兼
徴
収
金
納
額
告
知
書

地
方
税
法
  

 の
規
定
に
よ
り
下
記
の
と
お
り
  

 し
た
の
で
，
通
知
し
ま
す
。

�第
276条

�
�第
278条

�
�第
279条

�

�更
正
・
決
定
�

��
�

�加
算
金
を
決
定
�

 
年
　
　
月
　
　
日

更
正
・
決
定
・
加
算
金
決
定
年
月
日

 
年
度

税
　
　
　
額

税
　
率

課
税
標
準
額

区
　
　
　
　
　
分

 
円

　
　
100

更
正

・
決

定
額

　
　
100

既
に
納
付
の
確
定
し
た
額

�
過

不
足

額

�
過

少
申

告
加

算
金

 

�
不

申
告

加
算

金
 

�
重

加
算

金
 （
�
＋
�
＋
�
＋
�
）
合
　
　
 　
計

１
　
上
記
の
納
付
す
べ
き
不
足
税
額
及
び
加
算
金
に
つ
い
て
は
，　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
ま
で
に
同
封

の
納
付
書
に
よ
り
，
納
付
書
記
載
の
納
付
場
所
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
60日
以
内
に
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
の
決
定
を
経
た
後
に
，

異
議
申
立
て
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と

し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
，

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
，
異
議
申
立
て
の
決
定
を
経
る
こ
と
な
く
，
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
　
異
議
申
立
て
を
し
た
日
か
ら
３
か
月
を
経
過
し
て
も
決
定
が
な
い
と
き
。

�
　
処
分
，
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
じ
る
著
し
い
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ

る
と
き
。

�
　
そ
の
他
決
定
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

 
年
　
　
月
　
　
日

　
（
第
　
　
　
　
　
号
該
当
）

核
燃
料
税
条
例
第
３

条
第
２
項
の
年
月
日

発
電
用
原
子
炉

の
名
称



　
　
�
　

会
場

　
　
　
　

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目
三
番
七
号

　
　
　
　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
（
旧
名　

宮
城
県
民
会
館
）

　
　
　
　

六
階
六
〇
一
大
会
議
室
及
び
六
〇
二
中
会
議
室

　

２　

管
理
美
容
師
資
格
認
定
講
習
会

　
　
�
　

日
程

　
　
　
　

平
成
二
十
年
十
月
六
日
（
月
）、
二
十
日
（
月
）
及
び
二
十
七
日
（
月
）

　
　
�
　

会
場

　
　
　
　

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目
三
番
七
号

　
　
　
　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
（
旧
名　

宮
城
県
民
会
館
）

　
　
　
　

六
階
六
〇
一
大
会
議
室
及
び
六
〇
二
中
会
議
室

三　

講
習
料

　
　

一
人　

一
万
四
千
円

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
二
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
三
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
四
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
新
井
田
南
部
地

区
土
地
改
良
事
業
（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申

立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴

え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日
か
ら
平
成
二
十
年
七
月
十
七
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

登
米
市
役
所
及
び
登
米
市
中
田
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
五
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
住
宅
、
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
及
び
こ
れ
ら
に
付
帯
す
る
駐
車
場
（
以
下
「
県
営
住
宅
等
」
と
い
う
。）
の
使
用
に
係
る
使
用
料
（
以

下
「
家
賃
等
」
と
い
う
。）
で
、
県
営
住
宅
等
の
退
去
者
に
係
る
滞
納
家
賃
等
の
収
納
事
務
を
平
成
二
十
年
六
月
十
一

日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
十
六
番
二
十
号

第1968号　平成20年６月20日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）

名　
　
　

称

伊
藤
病
院

総
合
南
東
北
病
院

真
壁
病
院

所　
　

在　
　

地

仙
台
市
青
葉
区
二
日
町
八－

八

岩
沼
市
里
の
杜
一－

二－

五

東
松
島
市
矢
本
字
鹿
石
前
一
〇

九－

四

認
定
年
月
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十

四
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十

四
日

平
成
二
十
年
五
月
二
十

四
日

認
定
の
有
効
期
限

平
成
二
十
三
年
五
月
二

十
三
日

平
成
二
十
三
年
五
月
二

十
三
日

平
成
二
十
三
年
五
月
二

十
三
日

事

業

所

番

号

〇
四
一
五
四
〇
〇
七
三
八

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

訪
問
介
護
さ
さ
え

仙
台
市
太
白
区
三
神
峯

二
丁
目
八
番
六
十
五
号

指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
、
重
度
訪

問
介
護
、 
行
動
援
護

設
置
者
名

有
限
会
社
朋
悠

生
活
研
究
舎

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

六
月
十
五
日



　
　

ニ
ッ
テ
レ
債
権
回
収
株
式
会
社

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
六
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
亘
理
町
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
田
沢
地
区
）
の
施
行
に
平
成
二
十
年
六
月
十
三
日
同
意
し

た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

齋　
　

藤　
　

俊　
　

夫　
　
　

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

人
事
給
与
総
合
シ
ス
テ
ム
運
用
機
器
の
賃
貸
借　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

企
画
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課　

仙
台
市
青
葉
区
本

町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
年
五
月
三
十
日

四　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

オ
リ
ッ
ク
ス
・
レ
ン
テ
ッ
ク
株
式
会
社
仙
台
支
店　

仙
台
市

青
葉
区
花
京
院
一
丁
目
一
番
二
十
号

五　

落
札
金
額　

四
千
百
五
十
六
万
八
千
四
百
五
十
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
含
む
）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
年
五
月
十
三
日

 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
九
六
五
号
（
平
成
二
十
年
六
月
十
日
付
け
）
中
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ペ
ー
ジ

七七

段上上

行一六

正

松　

田　

善
一
郎

根　

元　

誓　

夫

　
　
　
　
　
　
　

誤

松　

田　

善
一
朗

根　

本　

誓　

夫


